
１　管内水産業の概況

　管内の水産業は、サンマ、スケトウダラ、ホタテガイ等を主体とする漁船漁業、秋サケを主体とする定置網漁業及びコンブ、

ウニ、アサリ等を主体とする採貝藻漁業からなっており、道内漁業生産の約２割弱程度を占める　一大生産地域となってい

る。

　平成２７年の管内生産（属地）は、数量が約１５万トンで全道の約１５％を占めており、振興局別では３位となっている。　生

産額は約５６５億円余りとなっており、全道の約１８％を占め、振興局別では２位となっている。管内の主要魚種である、さけ、

さんま、ほたて、するめいか、こんぶ、たらは全体の８割を占めており、数量では３０％でさんまが１位、金額では２６％でさけ

が１位となっている。

　過去１０年間の推移を見ると、数量は２０万トン前後で推移していたが、平成２６年にはじめて１９万トンを割り、 平成２７年

は約１５万トンとここ１０年で最低の生産量となった。 一方で、金額は５００億円前後で推移しており、平成２７年は単価の上昇

により、ここ１０年で最高となった。
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（１）漁業生産の概況
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（資料：北海道水産現勢（平成27年)）
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（２）漁業経営体の概況

管内の漁業経営体数は１，６０５経営体であり、全道の１２％を占める。振興局別では３位となっている。

年々経営体数は減少しており、１０年前と比較し１２％減少している。

（資料：2013年漁業センサス）
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（３）漁船勢力の概況

（４）漁港数

管内の漁港数は19漁港あり全道の約８％を占めている。
平成26年10月に第３種落石漁港に第１種昆布盛漁港が編入し、第３種落石漁港（落石地区、浜松地区、昆布盛地

区）に再編された。

これら漁港のほか根室港（花咲港区、根室港区）の２港湾を有している。

振興局別漁港数 管内種別漁港数
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第 3 種 その利用範囲が全国的なもの

○漁港の種類

漁港の種類は、漁船の利用範囲によって漁港漁場整備法第５条及び第１９条の３に基づき、

下表のように分類されています。
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振興局別漁船隻数

管内の漁船隻数は３,８２１隻であり、全道の約１５％を占める。振興局別では２位となっている。
過去１０年間の推移を見ると、年々減少しており、１０年前と比較し約１6％減少している。

管内漁船隻数の推移
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（資料：北海道漁船統計表（平成28年12月現在））
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